
第

２

話

 

平

成

1 7
年

５

月

号

 

「

幌

内

鉄

道

の

開

通

」 

  

明

治

1 2
年

か

ら

、

幌

内

炭

鉱

は

大

炭

層

に

向

か

っ

て

、

大

坑

道

（

音

羽

坑

）

を

直

角

に

７

０

０

ｍ

の

堀

進

を

始

め

、

ま

た

、

露

頭

沿

い

に

滝

の

沢

や

本

沢

坑

の

採

炭

を

始

め

た

。 

 

明

治

1 5
年

に

石

炭

を

運

ぶ

た

め

に

義

経

号

や

弁

慶

号

が

走

り

、

当

時

幌

内

は

四

方

を

山

に

囲

ま

れ

平

坦

な

と

こ

ろ

が

な

い

と

記

録

に

あ

っ

て

、

汽

車

室

（

汽

車

の

格

納

庫

）

や

休

憩

所

な

ど

の

施

設

は

幌

内

太

駅

（

旧

三

笠

駅

）

に

建

設

し

た

と

あ

る

。 

 

当

初

は

、

機

関

車

を

方

向

転

換

す

る

転

車

台

も

手

宮

（

小

樽

）

に

し

か

作

ら

れ

て

い

な

か

っ

た

。 

 

幌

内

太

駅

で

は

三

角

形

に

レ

ー

ル

を

敷

い

て

機

関

車

を

転

換

。

後

に

で

き

た

幾

春

別

駅

も

同

様

で

あ

っ

た

。 

 

幌

内

駅

ま

で

上

っ

た

機

関

車

は

、

連

結

の

炭

水

車

と

合

わ

せ

長

さ

約

1 2
ｍ

、

重

さ

2 6
ト

ン

、

ど

う

方

向

を

変

え

幌

内

太

駅

に

戻

っ

た

か

は

不

明

で

あ

る

。 

 

建

設

当

初

の

幌

内

駅

は

旧

選

炭

場

に

続

く

北

側

の

土

場

の

辺

り

で

、

明

治

3 3
年

に

今

の

鉄

道

村

の

と

こ

ろ

に

移

転

し

て

、

転

車

台

も

作

ら

れ

た

。 

 

明

治

1 5
年

1 1
月

に

開

通

し

た

幌

内

鉄

道

、

そ

れ

以

前

の

同

年

９

月

に

、

看

守

、

家

族

7 0
人

余

り

と

囚

人

１

５

０

人

が

無

が

い

車

（

石

炭

を

積

載

し

た

屋

根

の

無

い

貨

車

）

に

ゴ

ザ

を

敷

き

、

深

く

木

々

が

覆

う

鉄

路

を

、

小

樽

か

ら

幌

内

太

ま

で

乗

車

し

た

記

録

が

看

守

の

手

紙

に

残

さ

れ

て

い

る

。

幌

内

鉄

道

の

開

通

前

か

ら

、

幌

内

炭

鉱

の

石

炭

は

運

び

出

さ

れ

て

い

た

の

か

も

し

れ

な

い

。 

 

■ 幌 内 太 駅 （ 旧 三 笠 駅 ）  


